
遊びに来てね♪

編
集
後
記

６
・
～
９
日
(
日
)
菖
蒲
ま
つ
り

・
30
日
(
日
)
水
無
月
大
祓
式

７
・
７
日
(
日
)
～
８
月
７
日
(
水
)

　
　
　
　
　
　

恋
の
宮
大
祭
【
奥
之
宮
】

・
28
日
(
日
)
不
動
神
社
夏
季
大
祭
【
奥
之
宮
】

・
28
日
(
日
)
水
神
社
大
祭
【
奥
之
宮
】

・
１
日
(
木
)
大
夏
越
祭　

茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

・
～
７
日
(
水
)
恋
の
宮
大
祭
【
奥
之
宮
】

・
15
日
(
木
)
万
地
蔵
尊
大
祭
【
奥
之
宮
】

・
中
旬
～
９
月
下
旬
ま
で　

風
凛
祭

２ １
・
１
日
(
月
)
歳
旦
祭

・
３
日
(
水
)
元
始
祭

・
６
日
(
土
)
玉
換
祭

・
28
日
(
日
)
不
動
神
社
初
不
動
祭
【
奥
之
宮
】

・
27
・
28
日
(
土
・
日
)
厄
除
招
福
節
分
祭

・
2
・
3
日
(
金
・
土
)
厄
除
招
福
節
分
祭

・
11
日
(
日
)
紀
元
祭
・
護
摩
焚
大
祈
祷
祭

・
12
日
(
月
)
稲
荷
神
社
初
午
大
祭
【
奥
之
宮
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
招
福
だ
ん
ご
祭
)

・
17
日
(
土
)
祈
年
祭

・
17
日
(
土
)
～
25
日
(
日
)
夕
陽
の
ま
つ
り

・
23
日
(
金
・
祝
)
天
長
祭

・
28
日
(
水
)
不
動
神
社
春
季
大
祭
【
奥
之
宮
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
ぜ
ん
ざ
い
祭
)

３
・
３
日
(
日
)
流
し
雛
神
事

４
・
４
日
(
木
)
～
６
日
(
土
)
春
季
大
祭

・
１
日
(
月
)
～
30
日
(
火
)
花
絢
爛　

春
祭
り

５
・
３
日
(
金
・
祝
)
薬
師
神
社
大
祭
【
奥
之
宮
】

・
25
日
(
土
)
～
６
月
９
日
(
日
)
菖
蒲
ま
つ
り

・
31
日
(
金
)
江
戸
菖
蒲
初
刈
り
神
事

宮ZOO嶽の動物たち

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
対
応
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
か
、
人
々
の

動
き
が
コ
ロ
ナ
期
以
前
に
戻
り
つ
つ
有

る
様
で
す
。

本
年
は
以
前
に
も
増
し
て
賑
わ
い
が
戻

っ
て
く
る
事
を
願
っ
て
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
で
は
、
人
に
う
つ
さ
な

い
と
言
う
思
い
遣
り
の
心
を
改
め
て
学

ば
せ
て
も
ら
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

社
報
一
一
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

月月月月月

月月８月

。

令
和
六
年　

新
春
か
ら
夏

歳
時
記

護
摩
焚

　
　

大
祈
祷
祭

令
和
六
年
二
月
十
一
日
(
日
)

◀詳細についてはこちら

皆
様
方
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

祈
祷
棒
等
を
御
神
火
で
焚
き
上

げ
、
無
病
息
災
・
開
運
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
天
に
昇
る
炎

は
時
に
空
を
駆
け
る
龍
神
の
化

身
と
な
り
ま
す
。

十
三
時
よ
り

〒811-3109　福岡県福津市宮司元町7-1
Tel：０９４０-52-0016　Fax：0940-52-1020　

みやじだけ 検索
www.miyajidake.or.jp

令和６年
　　１月112号
miyajidake/令和6年1月▶8月

表紙：開運桜
令和５年１月撮影



干支絵馬
宮地嶽神社の神様のお遣いモマ(フク

ロウ)のモーちゃん、マーくんが十二

支と共に描かれた特別な絵馬を頒布い

たします。

龍神様とモマちゃん等にお願い事を託

しましょう。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

２

令
和
六
年
新
春　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
皇
室
の
ご
繁
栄
と
我
が
国
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

扨　

昭
和
・
平
成
・
令
和
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
は
特
徴
が
有
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
昭
和
は
激
動
の
時
代
。
そ
し
て
平
成
は
安
定
の
時
代
。
令

和
は
新
し
い
日
本
の
形
と
評
さ
れ
て
い
る
様
で
す
。
令
和
、
ど
ん
な
世
の
中
に
成
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
ず
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
洗
礼
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
で
す
か
ら
人
か
ら
人
へ
と
伝
播
し
ま
す
。

人
に
う
つ
さ
な
い
事
が
最
も
大
切
で
、
仮
に
自
分
が
感
染
し
て
も
数
日
間
は
自
粛
す
る
事
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
、
人
と
人
と
の
距
離
を

如
何
様
に
取
る
べ
き
か
が
一
番
の
習
得
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
新
時
代
・
令
和
は
人
に
対
す
る
思
い
遣
り
と
気
遣
い
を
再
定
義
さ
れ
た
の
だ
と
思
え
ま
す
。

そ
の
感
染
症
も
他
の
感
染
症
と
同
等
と
の
事
に
て
、
大
騒
ぎ
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
今
を
全
体
的

に
眺
め
る
と
、
昭
和
時
代
を
支
え
た
終
身
雇
用
の
企
業
戦
士
団
か
ら
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
労
働
す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
が
進
み
、

集
団
よ
り
個
を
謳
歌
す
る
人
々
が
新
時
代
を
形
成
し
て
い
る
様
に
見
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
昭
和
・
平
成
に
も
増
し
て
全
世
界
を
相
手
に
活
躍
す
る
若
者
が
増
加
し
て
い
る
事
に
驚
愕
し
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
受
賞
す
る
二
十
歳
に
も
満
た
な
い
若
人
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
日
本
人
リ
ー
ガ
ー
。
遂
に
は
日
本
人
野
球
選
手
が
世

界
一
の
ス
ポ
ー
ツ
界
年
俸
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

何
か
の
為
に
生
き
る
。
誰
か
の
為
に
生
き
る
事
を
培
っ
て
き
た
日
本
人
の
心
。
新
時
代
も
そ
の
日
本
人
の
「
思
い
遣
り
」
を
持
っ
た
人
々
が
世

界
を
圧
巻
し
て
く
れ
る
様
に
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

私
が
初
め
て
宮
地
嶽
神
社
と
の
ご
縁
を
頂
い
た
の

は
、
３
０
年
前
位
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
義
母
が

岡
垣
町
に
又
義
妹
が
津
屋
崎
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
時
々
参
拝
し
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
時

義
母
か
ら
、
宮
地
嶽
神
社
は
霊
験
あ
ら
た
か
で
、

月
詣
り
が
出
来
な
い
方
や
遠
方
の
方
に
成
り
代
わ

っ
て
神
職
の
方
々
が
、
朝
夕
家
内
安
全
や
開
運
厄

除
け
等
を
ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
く
「
開
運
講
社
」

な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
早
速
入
会
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
時
折
り
参
拝
に
行
っ
て
は
、
拝
殿
に
て

神
職
の
方
の
力
強
く
、
ま
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
打
ち

鳴
ら
す
太
鼓
と
大
祓
詞
に
心
が
洗
わ
れ
、
パ
ワ
ー

を
頂
く
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
２
０
数
年

講
社
員
で
あ
り
な
が
ら
も
、
月
詣
り
は
欠
か
さ
ず

続
け
て
お
り
ま
す
。

当
時
３
歳
位
だ
っ
た
息
子
も
眼
科
医
と
な
り
、
こ

こ
数
年
は
毎
月
良
縁
祈
願
も
し
て
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
素
晴
ら
し
い
人
生
の
伴
侶
と
出
会
い
、
今
年

結
婚
。
そ
の
後
家
内
と
共
に
若
夫
婦
を
伴
い
、
お

礼
詣
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
も
古
希
を
過

ぎ
、
早
く
初
孫
の
顔
を
見
た
い
も
の
で
、
今
度
は

子
宝
祈
願
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

霊
験
あ
ら
た
か
な
宮
地
嶽
大
神
様
の
ご
加
護
を
頂

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
過
な
く
良
き
人
生
を

送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永江歯科医院

永江健一様

崇
敬
者
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

７

足
跡

光
の
道

宮
地
嶽
神
社
の

『御鳳輦』の修復

広苑・民家修復

七夕祭

風凛祭

昭和十二年岡部甚作様ご奉納御所車の改修を行
っています。
昨年御所車鳳輦の修復が完了しました。
昨今では制作の技術者が少なくなり大変な作業
でした。
御簾や飾り金具等順次修復しています。

禊池の東に位置する民家村広苑。
北部九州の西側地域に位置する佐賀長崎方面に
点在していた独特の民家を当社境内地に移築し
ています。そのコンパクトな和風民家の佇まい
「鈎屋造」の傷んだ母屋や茅葺き屋根の修復完
了しました。現在は「二棟造」屋根の修復を行
っています。

当社奥之宮八社・恋の宮神社のご例祭は八月七日、月遅れの
七夕です。
その祭典には多くの短冊が寄せられています。
そこで皆様方の願いが“天の川”まで届く様にと、七月に入
れば大きく綺麗に七夕の飾りつけを行っています。
そしてご参拝にいらした方々の願い事を短冊に込めて頂き笹
竹に結わえて頂きます。

盛夏の頃　風鈴の音色は暑さを忘れさせてくれますそん
な風鈴の音を大神様にお届けさせて頂くべく、皇紀年に
併せその年数個の風鈴を装飾いたします。
奥之宮・不動神社に続く参道では二七〇〇個の風鈴の音
をお楽しみいただけます。

ご　　ほう　れ ん 令
和
五
年

ソ
ク
セ
キ



第
三
回・宮
地
嶽
巨
石
古
墳

宮
地
嶽
古
墳
と
馬
具

３

そ
ん
な
時
代
背
景
が
有
る
こ
と
か
ら
、

宮
地
嶽
を
中
心
に
広
が
る
津
屋
崎
渡

半
島
。南
側
に
位
置
す
る
志
賀
島
等

か
ら
は
馬
鈴
や
馬
骨
が
出
土
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、当
時
は
馬
の
生
産
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。飼
育
さ
れ
た
馬
は

船
に
乗
せ
、朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸

に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
様
な

所
か
ら
馬
具
に
は
思
い
入
れ
が
有
っ

た
様
で
埋
葬
さ
れ
た
方
々
に
は
黄
金

や
螺
鈿
で
装
飾
さ
れ
た
特
別
の
品
々

を
同
葬
し
た
の
で
す
。

こ
こ
に
は
、日
本
一の
富
と
力
を
持
た

れ
た
宮
地
嶽
の
大
神
様
が
ね
む
ら
れ

て
い
ま
す
。

宮
地
嶽
古
墳
と
は
？

宮
地
嶽
中
腹
の
奥
之
宮
三
番
社
・
不
動

神
社
。日
本
最
大
級
の
巨
石
古
墳
は
宮

地
山
の
鳴
動
に
て
開
口
し
二
百
八
十
年

の
歳
月
を
数
え
ま
す
。

こ
の
石
室
は
六
世
紀
頃
に
建
立
さ
れ
た

よ
う
で
す
。古
墳
か
ら
は
お
よ
そ
三
百
点

の
至
宝
が
発
見
さ
れ
、そ
の
う
ち
馬
具
・

刀
装
具
、冠
な
ど
約
二
十
点
は
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
㎡
の
巨
石
十
三
個
で
建
立
さ
れ
た
石
室

を
持
つ
宮
地
嶽
古
墳
か
ら
は
そ
の
時
代
の

最
高
峰
の
品
々
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

古
墳
は
当
時
の
日
本
一
の
大
き
さ
で
豪
華

絢
爛
さ
は
秀
で
、他
に
類
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
さ

の
蕪
槌
の
大
大
刀
、黄
金
の
鐙
や
鞍
金
具
な

ど
の
馬
具
用
品
・
瑠
璃
壺
や
瑠
璃
玉
。ど
れ

を
と
っ
て
も
一
級
品
で
す
。当
古
墳
よ
り
南

に
五
キ
ロ
程
の
所
に
最
近
発
掘
さ
れ
た
船

原
古
墳
。こ
の
古
墳
か
ら
も
馬
具
金
具
が

数
点
出
土
さ
れ
、当
古
墳
に
類
似
し
た
品
々

で
す
。東
シ
ナ
海
を
中
心
と
し
た
一
大
文
化

圏
、北
は
朝
鮮
半
島
か
ら
南
は
現
中
華
人

民
共
和
国
。

　出土品・金銅製壺鐙

　出土品・金銅製鞍橋覆輪金具

三
国
志
に
も
有
る
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が

競
い
合
っ
て
た
場
所
で
す
か
ら
、争
い
は
絶

え
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

６

第
４
回

令
和
六
年
の
授
与
品
・
御
朱
印

？
大人気モマみくじに
新しい仲間が・・・！

令和６年　新・モマみくじ
　新年から続々新色登場

おたのしみに

ピンころ守

希望を持ち努力を惜しまず
　　　自分の翼で
大きく翔けめぐりましょう

翔守

祈　元気で！笑顔で！健康長寿

授与品

御　　印朱

▶
干
支
絵
馬
「
辰
と
モ
マ
」

▼キティ干支ぬいぐるみ守

▲金運干支土鈴
▲首振り開運干支張り子

▲プチ干支土鈴

▲宮地嶽神社オリジナル御朱印帳

▲特別記念　金幣朱印
▲翔　朱印

▲特別記念
　　初夢成就朱印

▼龍神 朱印

▶
台
付
熊
手



そ
ん
な
時
代
背
景
が
有
る
こ
と
か
ら
、

宮
地
嶽
を
中
心
に
広
が
る
津
屋
崎
渡

半
島
。南
側
に
位
置
す
る
志
賀
島
等

か
ら
は
馬
鈴
や
馬
骨
が
出
土
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、当
時
は
馬
の
生
産
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。飼
育
さ
れ
た
馬
は

船
に
乗
せ
、朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸

に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
様
な

所
か
ら
馬
具
に
は
思
い
入
れ
が
有
っ

た
様
で
埋
葬
さ
れ
た
方
々
に
は
黄
金

や
螺
鈿
で
装
飾
さ
れ
た
特
別
の
品
々

を
同
葬
し
た
の
で
す
。

こ
こ
に
は
、日
本
一の
富
と
力
を
持
た

れ
た
宮
地
嶽
の
大
神
様
が
ね
む
ら
れ

て
い
ま
す
。

宮地嶽神社

約3,000本の桜が見頃を迎えます。

桜の道　開花マップ

⑤嵐の桜 2月下旬～3月上旬

⑥山桜

①開運桜 1月中旬～2月上旬

⑩奥之宮　八重桜 4月上旬～中旬

⑧御衣黄桜
３月下旬～４月上旬

④ロケット桜
2月下旬～3月中旬 ③夫婦桜 2月中旬～3月上旬

②河津桜 2月上旬～中旬

⑨八重紅枝垂桜
4月上旬～中旬

⑦染井吉野
3月下旬～4月上旬

染井吉野

ロケット

３月上旬～４月上旬

①開運桜　　　当社では一番最初に開花する所からこの様に称します。早生寒緋桜種です。
②河津桜　　　禊池土手に植栽。先ず今桜が大挙開花します。
③夫婦桜　　　大寒桜でのこの大きさは珍しく樹齢200年程の大木が一対で開花。
　　　　　　　内境内の銘木です。
④ロケット桜　寒緋桜です。種子島ロケット発射台に続く道に植栽された桜の枝別けをご奉納
　　　　　　　頂き楼門前に植え込みました。
⑤嵐の桜　　　光の道CM撮影に来社されました。それを記念し５別種の桜、寒緋・大寒・冬
　　　　　　　紅枝垂・陽光を植栽頂きました。
⑥山桜　　　　今では染井吉野が桜の代表ですが、10種程が日本の原種桜と言われます。当種
　　　　　　　がその原種の一つで、万葉集の和歌にも詠まれる山桜です。
⑦染井吉野　　昭和の始め現社殿遷宮に伴い数百本植栽され、起源は江戸期に染井村で交配種
　　　　　　　として造られた桜です。当社3,000本の桜のほぼ半分は今桜です。
⑧御衣黄桜　　里桜の一つで原種に近いものとされ、中輪で薄黄緑色の花が咲きます。お目に
　　　　　　　掛かる事が少なく、珍しい品種です。
⑨還暦桜　　　還暦を迎える方々が、生涯の記念にと境内に植樹頂いています。毎年、八重紅
　　　　　　　枝垂桜が増え続け、どなたでもお手植えして頂けます。
⑩八重桜　　　桜開花のシンガリを務める八重桜。豪華な花弁から別称牡丹桜とも言われます。
　　　　　　　今木も群生すると、より豪華な佇まいとなります。

ぎょいこうざくら

ぎょいこうざくら


